
2
Topics

は
じ
め
に

１我
が
国
の
林
業
労
働
力
の
動
向
を
み
る
と
、

長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
林
業
従
事
者
数

は
平
成
27
年
か
ら
令
和
２
年
に
か
け
て
横
ば
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。
林
業
生
産
活
動
の
継
続
の

た
め
に
は
、
引
き
続
き
林
業
従
事
者
の
確
保
・

育
成
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け
て

は
、
他
産
業
に
比
べ
て
高
い
割
合
で
発
生
し
て

い
る
労
働
災
害
の
撲
滅
や
他
産
業
並
み
の
所
得

の
実
現
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

林
業
技
能
検
定
の
創
設
に
つ
い
て
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■ 労労働働災災害害のの発発生生状状況況（（死死傷傷年年千千人人率率））
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約10倍

他産業に比べキャリアアップ
が給与の向上に十分につな
がっていない

26.8 28.6 27.0 25.4 24.7 23.5 22.8

2.4 2.1 2.2 2.3 2.3 2.3
2.4

0

10

20

30

40

50

H17 H22 H27 R2 R3 R4 R5

林業 全産業

■ 全全産産業業とと林林業業従従事事者者のの年年間間平平均均給給与与
0 100 200 300 400 500 600

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代前半

65歳以上

全世代平均

全産業

林業

〈年代別〉

〈万円 〉

458 万円
361 万円

資料：民間給与実態統計調査(R4)、林野庁業務資料

■ 労労働働災災害害のの発発生生状状況況（（死死傷傷年年千千人人率率））

資料： 厚生労働省「業種別死傷年千人率」
（労働者千人当たり１年間に発生する死傷者数（休業４日以上））

（年）

約10倍

他産業に比べキャリアアップ
が給与の向上に十分につな
がっていない

こ
の
よ
う
な
中
で
、
一
般
社
団
法
人
林
業
技

能
向
上
セ
ン
タ
ー（
以
下「
林
業
技
能
向
上
セ
ン

タ
ー
」と
い
う
。）に
よ
り
、
林
業
従
事
者
の
安

全
作
業
に
係
る
技
能
の
向
上
、
就
業
環
境
の
改

善
や
社
会
的
・
経
済
的
な
地
位
の
向
上
等
に
資

す
る
林
業
技
能
検
定
の
実
施
に
関
す
る
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

技
能
検
定
と
は

2技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を

一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明

す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
技
能
に
対
す
る
社

会
一
般
の
評
価
を
高
め
、
働
く
人
々
の
技
能
と

地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

1
3
2
職
種
（
令
和
６
年
10
月
現
在
。
例
え

ば
、「
機
械
保
全
」「
と
び
」等
）に
つ
い
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
（
こ
の
う
ち
、
厚
生
労
働
大
臣
の

指
定
を
受
け
た
指
定
試
験
機
関
が
実
施
す
る
21

職
種
の
一
つ
に「
林
業
」が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し

た
）。技

能
検
定
試
験
は
、
職
種
ご
と
に
学
科
試
験

と
実
技
試
験
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
両
方
の
試
験

に
合
格
し
た
者
は「
技
能
士
」を
名
乗
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
名
称
独
占
の
た
め
、
技
能
検
定
の

合
格
者
以
外
は「
技
能
士
」と
名
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
）。
こ
れ
に
よ
り
林
業
従
事
者
の
技

能
が
見
え
る
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
合
格
者

の
社
会
的
評
価
が
高
ま
り
、
地
位
向
上
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
ひ
い
て
は
処
遇
の
改
善
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

林
業
の
技
能
検
定
に
つ
い
て

3林
業
技
能
向
上
セ
ン
タ
ー
は
、
林
業
技
能
検

定
の
創
設
に
向
け
、
林
業
技
能
に
精
通
す
る
方

や
技
能
試
験
を
専
門
と
す
る
有
識
者
の
方
々
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
検
定
試
験
内
容
の
整
理

や
実
技
試
験
評
価
者
の
育
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
実
際
に
林
業
の
現
場
で
働
く
方
を
対
象
に

本
番
と
同
じ
形
式
で
試
行
的
な
試
験
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
試
験
内
容
の
精
査
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

林
野
庁
は
、
補
助
事
業
に
よ
り
、
令
和
２
年

度
か
ら
継
続
し
て
、
試
験
に
お
け
る
評
価
者
の

育
成
や
試
行
的
な
試
験
の
実
施
に
対
す
る
支
援

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
が
着
実
に
進
み
、
５
年
に
わ

た
る
検
討
・
試
行
の
結
果
、
令
和
６
年
８
月
29

日
に
厚
生
労
働
省
に
よ
り
関
係
省
令
が
改
正
さ

れ
、
晴
れ
て
林
業
の
技
能
検
定
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

同
年
９
月
に
は
林
業
技
能
向
上
セ
ン
タ
ー
に

よ
り
令
和
６
年
度
の
試
験
の
実
施
予
定
が
公
表

さ
れ
、
そ
の
中
で
、
検
定
を
実
施
す
る
等
級
区

分（
１
～
３
級
）、
試
験
の
方
法（
学
科
試
験
及

び
実
技
試
験
）、
試
験
に
係
る
日
程
や
試
験
実
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お
わ
り
に

4技
能
検
定
は
、
前
述
の
と
お
り
働
く
人
々
の

有
す
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
す
る

も
の
で
す
。
こ
う
し
た
検
定
制
度
が
林
業
に
従

事
す
る
方
々
の
間
に
広
く
普
及
す
る
こ
と
で
、

技
能
の
向
上
が
図
ら
れ
、
林
業
作
業
の
質
が
確

保
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
林
業
に
お
け
る
労
働

安
全
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
検
定
に
合
格
し
て
技
能
士

と
な
っ
た
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い

て
適
切
な
評
価
を
受
け
、
処
遇
の
改
善
な
ど
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
林

野
庁
と
し
て
も
、
引
き
続
き
こ
う
し
た
取
組
へ

の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
検
定
試
験
に
つ
い
て
は
、
11

月
11
日
（
月
）
ま
で
が
受
検
申
請
受
付
期
間
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
林
業
技
能
向
上

セ
ン
タ
ー
の
W
e
b
サ
イ
ト
を
覗
い
て
み
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

施
場
所
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

初
の
検
定
試
験
は
令
和
７
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
愛
媛
県
及
び
熊
本
県
で
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
以
降
も
、
各

地
域
で
順
次
検
定
試
験
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

P10_掲載の表（林業技能検定における試験の実施方法）.docx 

林業技能検定における試験の実施方法 

 

（１） 学科試験 

等級 設問 試験時間 配点 合格基準 

１級 真偽法25問及び四肢択一法25問 60分 100点 65点 

２級 真偽法25問及び四肢択一法25問 60分 100点 65点 

３級 真偽法30問 30分 100点 65点 

（２） 実技試験 

    実技試験は、実技作業試験と実技筆記試験の両方の合格基準を満たしている

ことが必要です（３級は実技作業試験のみ）。 

ア 実技作業試験（製作等作業試験） 

等級 課題 
標準 

時間 

打切 

時間 

課題ごとの評価内容 全体     

評価 

内容 
配点 

合格 

基準 
配点 

合格 

基準 

１級 

課題１ 

受け口・追い口 

作成作業 

7分 10分 

安全 50点 20点 

100点 60点 
精度 50点 20点 

２級 

課題１ 

受け口・追い口 

作成作業 

5分 7分 

安全 50点 20点 

100点 60点 
精度 50点 20点 

３級 

課題１ 

チェーンソー 

組立作業 

3分 4分 安全 20点  8点 

100点 60点 

課題２ 

チェーンソー 

暖機運転 

－ 7分 安全 20点  8点 

課題３ 

丸太輪切り 

作成作業 

3分 4分 

安全 30点 12点 

精度 30点 12点 

    ※各級とも課題ごとの評価内容及び全体の両方の合格基準を満たしているこ

とが必要。 

 イ 実技筆記試験（判断等試験） 

等級 設問 試験時間 配点 合格基準 

１級 多肢選択法５問（植付、伐倒、造材、器

具の整備に関する問題） 
20分 100点 60点 

２級 多肢選択法５問（植付、伐倒、造材、器

具の整備に関する問題） 
20分 100点 60点 

 

 

※（一社）林業技能向上センターによる「2024年度林業技能検定（１級、２級、３級）

実施公示」の内容を抜粋したものです。 

１級実技試行試験（受け口・追い口作成（傾斜木））２級実技試行試験（受け口・追い口作成）

３級実技試行試験（丸太輪切り）

学科試行試験

林業技能向上センターWebサイト
https://ringyou-gino.org
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